
（４）地域課題解決のためにⅠ：居住地域に関する地域課題について調査、課題設定 

（５）地域課題解決のためにⅡ：生徒同士での協議、調査、比較、整理、分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目 的】生徒自身の居住地域に関する地域課題について調査し、研究課題を設定する

活動を通して、地域の課題について多面的に理解する。また、生徒同士の話し

合いや発表を通じて、将来青森県を支える人材となる土台とする。 

【実施日】令和４年１０月１１日（火）15:10～16:00（探究１時間分）（ガイダンス） 

令和４年１０月１４日（金）13:10～16:00（探究３時間分） 

【テーマの例】 

11HR 7班【 廃校×県営のテーマパークを作る 】 

・どうやって青森県の経済を回していくかを熟考しました。 

・廃校を活用しているため、建設費等の軽減ができる。 

・話題性のある廃校を使って遊びの場所を県民や県民以外に提供して青森県を盛り上げ

たい。 

12HR 2班【 止まらない人口減少に終止符(ピリオド)を 】 

・私の住んでいるマンションはご高齢の方が多く住んでいます。だから年々住人の数が減

り、新しく入居する人もなかなかいません。どんどん活気が無くなっていくマンション

が寂しいのでこの状況をなんとかできればいいなと思って班のメンバーが提案してく

れたこのテーマに賛成しました。 

・農業の普及、また人口減少に終止符を打つためには、清書用紙に書いたものに加え、小

さい頃から自然に触れ合えるような自然触れ合いクラブや青森県外の人が実際に農業

を体験できるような長期間のツアー、また、青森県への移住プロジェクトの活発化など

まだまだやれることは沢山あると思う。今回の学習を通して青森の強みである農業を

生かし人口減少を止めるためにやるべきことについて深く考えることが出来た。 

・医療従事者の不足などの問題について調べていて人口減少が根本にあるのではないか

と考えました。 

13HR 10班【 農業で家族と健康に 】 

・前回の職業人講話で青森県の農業従事者の問題について知ったので、それをどのように

したら解決できるのか、青森県の取り組みについて関心がある。 

・県の短命県返上の具体的な取り組み。 

・農業の方達と連携し青森県の活性化とともに県民の健康にも効果的なテーマにしまし

た。 

13HR 7班【 鳥のふんやゴミ問題を無くそう 】 

・本当に困っている内容で、探究活動をしたかったので、鳥のフンなどの身近な問題を課

題としました。 

・弘前市において、からすなどの鳥類に関する問題は昔からあり、解決されてないことを

知り、解決策を少しでも見出したいなと思い、このテーマにしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14HR 8班【 森林とふれあう〜「あお森」らしさをどう受け継いでいくか〜 】 

・森林が多く自然豊かであるというイメージがある青森も、森林が減少しているというこ

とを今回の探究を通じて知りました。青森県の特徴であり、良さでもある豊かな自然を

少しでも守っていきたいという思いを込めて題名を「あお森」にしました。 

・あえて青森の「青」をひらがなにすることでなにか意図があるように感じさせることが

できる。 

15HR 2班【 これからの生ゴミクリーンプロジェクト 】 

・弘前の課題として真っ先に頭に浮かんだのがゴミ問題でした。桜まつりや宵宮など、弘

前は、他地域と比較すると、たくさんお祭りがあることがわかります。また、その分出

店も多く、楽しい思い出が出来るのは良いものの、それゆえプラスティック容器や紙ゴ

ミなどのゴミも発生し、環境へ悪影響が及ぼされます。それに私は罪悪感を持っていま

したが、何もすることはなく、今まで見過ごしてきました。しかし、このような機会の

おかげで、班での意見交換時に、自分の意見を他の方に聞いて頂くことができ、とても

有意義な時間でした。ありがとうございます。 

16HR 9班【 君の消しカスを生かしたい 】 

・個人的には消しカスを食べて消費したかったのだが、発がん性がある事や、調理方法が

発見できなかった事により断念した。その後は二酸化炭素排出量等を学校単位で考え

る事を中心事業とした。 

・消しカスの最利用についてもっと知りたいと思った。 

・最近の気候が荒すぎる。 

12HR 4班【 土手町の復興 】 

・夜の繁華街には昔から興味があり、雰囲気が好きだった。 

13HR 2班【 農業王国青森で地産地消 】 

・農業への関心を高める活動について、グリーンツーリズムと言う取り組みを知り、より

若い人が体験し関心が高まりやすくなるような策について考えた。 

・無駄な輸入による食品ロスを減らすことで環境と世界中の食糧不足問題に貢献し、2030

年問題、また、SDGsに少しでも備えるためにアイディアを出した。 

・我が県青森が農業大国であると謳い、地産地消にも取り組める良い県であると伝えたい

ためこのテーマにした。 

13HR 4班【 リンゴ農園の浸水につい 】 

・最近の豪雨災害に関心を持ったから。おじいちゃんが実際に浸水被害に遭って自分にで

きることを知りたかったから。 

・ニュースで被害を見てどうにかできないかと思った。普段からりんごを貰っているので

感謝の気持ちも含めて考えたかった。 

・最近の豪雨による災害被害について関心を持ったから。 

14HR 2班【 こぎん刺し復興委員会 】 

・青森県民弘前市民でも興味関心が薄いこぎん刺しにはたくさんの魅力があるから、もっ

とみんなに知ってほしいと思った！ 


